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1.は じめに

北海道では、その属島(千 島を除 く)を 含め、

1,371水系におよぶ独立河川が記録 されている。そ

こに生息する淡水魚は、移入種 を含め約70種(前

川 ・後藤、1982)が 知 られている。 しかしながら

個 々の水系についてみると、その全域 について淡

水魚相が明らかにされている例は少ない。全道で

わずかに約1%に あたる水系の淡水魚相が報告さ

れている(石 城 ・ら、1975;山 代、1977;後 藤 ら、

1978;小 宮山、1981)に す ぎない。

今回、斜里町教育委員会の委託で、斜里川水系

の淡水魚相を調査する機会 を得た。ここに、その

結果を報告 し、淡水魚相 からみた斜里川水系の特

性 について述べたい。

図1.斜 里川水系および調査地点

A～L:各 調査ステーション

2.調 査 の 方 法

調 査 は、1981年 中 に4回(①6/27.28.7/1.

2:②8/1.2:③10/16.18;④11/18)、 延 べ

9日 間 行 な っ た 。 北 海 道 の河 川 の 淡 水 魚 相 の 多 様

さは 、 下 流 域 、特 に河 口付 近 に集 中 して 表 わ れ る

傾 向 が 強 い(小 宮 山 、1981)。 そ こで 、"今 回 の調

査 は 、 河 口付 近 ・に重 点 を置 い て 行 な っ た 。 調 査 地

点 は 、 図1に 示 したA～Lま で の12ス テ ー シ ョ ン

で 、St.Aの み4期 と も調査 を行 な っ た 。 海 と河

川 の 境 は 、河 川 両 岸 と海 岸 線 の 交 わ る点 を結 ん だ

線 と し、 その 線 よ り陸 側 の 水 域 を河 川 と して あつ

か っ た。 淡 水 魚 と して 記録 した の は 、河 川 で採 集

ま た は観 察 で きた魚 種 で あ る。 採 集 に は、 釣 竿 ・

た も網 ・三 叉 網 ・投 網(ヤ マ ベ特 採10号 、 特 別 採

捕 許 可 証)を 用 い た 。 ま た、 透 明 度 の よ い水 域 で

は、 水 中 観 察 を併 用 して淡 水 魚 相 全 体 を把 握 す る

よ う努 め た。 採 集 し た標 本 は 、10%中 性 ホ ルマ リ

ンで 固 定 し、研 究 室 に持 ち帰 った 後 、 種 を同 定 し

た。

河 川 形 態 は 、 可 児(1944)に 従 い、Aa型 、Bb

型 、Bc型 およ び それ ぞれの 移 行 型 で あ るAa-Bb移

行 型 、Bb-Bc移 行 型 に分 け て 記 録 した 。 図2に

河 川 形 態 の概 念 図 を、写 真1に その景 観 を示 してお

Aa型

Bb型

Bc型

平 面 図 縦断面図

図2.河 川 形 態 の模 式 図(可 児、1944よ り改変)
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い た 。 各 記 号 の意 味 等 の 詳細 につ い て は 、 可 児(1944)、 水野 ・

御 勢(1972)を 参 照 され た い 。

サ ケ 科 お よ び カ ジ カ科 魚 類 の 学 名 は 、 そ れ ぞ れ宮 地 ら(19

63)、Goto(1980)に 、 そ の 他 の 魚 類 は 、宮 地 ら(1976)に 従

っ て 示 した 。

また 、 淡 水 魚 の種 類 数 を表 わす 場 合 は 、種 と亜 種 の 区 別 を

せ ず 、両 方 を加 えて 合 計 した もの を種 数 と して あつ か っ た 。

な お 、1972年 か ら1981年 ま で の10年 問 に 、知 床 半 島 の河 川

で 行 な っ た 調査 結 果 を斜 里 川 の 対 照 と して示 した 。

3.淡 水 魚 の 区 分

淡 水 魚 とい う言 葉 に は 、 二 つ の 意 昧 が 含 ま れ て い る。 一っ

は 、 「河 川 また は 湖 沼 に現 わ れ る魚 類」 を指 す場 合 、 も う一一

方 は 、 「全生 涯 を全 く海 水 の 影 響 外 に あ る河 川 また は湖 沼 の

ご と き純 淡 水域 で 過 ご す魚 類 」 を指 す場 合 で あ る(青 柳 、19

57)。

こ こで い う淡 水 魚 は 、 前述 の ご と く前 者の 意 昧 で 使 っ て い

る。 こ れ らの淡 水 魚 の 特 性 を分 析 す る 目的 で 、 そ の 海 水 へ の

依 存 程 度 に よ り、 便 宣 的 に、 次 の5つ の グ ル ー プ に区 分 け し

た。

1.純 淡 水 魚(Trulyfreshwaterfish):… 一生 を 全 く海

水 の 影響 外 に あ る河 川 ま た は湖 沼 の よ うな淡 水 域 で過 ごす 種

類 。 分 布 の 拡 大(移 動)は 、淡 水 域 を通 じて の み 行 な う。 近

縁 種 に 後述 す る回 遊 魚 や 海 水魚 が い な い。

H.二 次 的 純 淡 水 魚(Secondarytrulyfreshwaterfish)

:淡 水 域 の み で 生 活 す る が 、 回遊 角 か ら分化 し て一.二次 的 に純

淡 水 魚 に な った と考 え ら れ る種 類 。 分 布 の拡 大 は 、淡 水域 を

通 じて しか で き な い 。 し か し、近 縁 種 に回 遊 魚 や 海 水魚 が い

る点 で 、純 淡 水 魚 と 区 別 され る。

HI.陸 封 魚(Landlockedfish):回 遊 魚 が淡 水 域 で 一 生

生 活 す る よ う に な っ た個 体 群 。 地 理 的 に異 な る個 体 群 に 回遊

魚 が いる。 気候 変 動 に よ って 回 遊 魚 に な り う る性 質 を持 っ た

種 類 で い る。

W.回 遊 魚(Diadromousfish):一 …一生 の う ち規 則 的 に淡

水 域 と海 水 域 の 間 を行 き来 す る種 類(も し くは個 体 群)。そ の

移 動 様 式 に よ り、 さ らに次 の3つ に 区 分 で きる。

写 真1.各 河 川 形 態 の 景 観

1Aa型,オ ケ ッ チ ウ シ 川 下 流 部(1981.8.4)

2Bb型,斜 里 川 本 流St.D(!981.10.18)

3Bc型,斜 里 川 支 流 幾 品 川St.B(1981.6.27)

4Bc型,斜 里 川 河 口 付 近St.A(1978.11.2)
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① 潮 河 回遊 魚(Anadromousfish):産 卵 の た

め河 川 に湖 上 して くる種 類 。 道 内 で は 、 この 仲 間

か ら陸 封 魚 が生 じて い る。 一部 の種 類 で は 、 同 一

個 体 群 中 に降 海 型(一 回遊 魚)と 河 川 残 留 型(一

陸 封 魚)が 生 じて い る。 こ うい った 場 合 は 、 この

2者 を区 別 せ ず 、便 宜 的 に 回遊 魚 と した 。ただ し、

同 一一個 体 群 中 に降 海 型 個 体 が ほ と ん どみ ら れ な い

場 合 は 、 陸 封 魚 に区 分 した 。

② 降河 回 遊 魚(Catadrom。usfish):産 卵 の た

め海 へ 降 河 す る種 類 。 陸 封 魚 は 知 られ て い な い。

③ 両 側 回 遊 魚(Amphidrom。usfish):潮 河 回

遊 魚 同 様 、 産 卵 は淡 水 域 で 行 な う。 フ 化 後 、流 さ

れ る よ うに降 海 し、 稚 魚 期 の 一 時 期 だ け海 水 域 で

表1.北 海道 に生息する淡水魚

生 活 し、 その 後 淡 水域 に湖 上 す る。 淡 水域 で さ ら

に摂 食 して 生 長 した 後 、 成 熟 ・産 卵 す る。 陸 封 魚

と して湖 沼 陸 封 型 だ け が知 られ て い る。

V.海 水 魚(Marinefish):産 卵 は海 水 域 で

行 な い 、 一 生 の うちの 一 時 期 、 淡 水 域 に侵 入 す る

種 類 。

以 上 に従 っ て 、 道 内 に生 息 す る淡 水魚 を5つ に

区 分 した の が 表1で あ る。

4.斜 里川水系の概要

斜里川水系は、斜里岳(1,525m)か ら放射状 に

流れ出す複数の支流が合 わさって形づ くられてい

る。形状は羽状流域 に近 い形 をしている(図1)。

本流 は、徐々に北方 に転流 しながらオホーツク海

に注 いでおり、流路延長54.5km

淡水域のみで生活

1.純 淡 水 魚(12種)

モ ツ ゴ*

シ ナ イモ ツ ゴ*

ヤ チ ウ グ イ

フ ナ

ゲ'ン ゴ ロ ウ ブ ナ*

コ イ

タ イ リ クバ ラ タ ナ ゴ*

ドジ ョウ

フ ク ドジ ョウ

エ ゾホ トケ

ナ マ ズ*

カ ム ル チ ー*

H.二 次 的純 淡水魚(7種)

スナヤ ツメ

シベ リアヤ ツメ

イ シカ リワカサギ

エ ゾ ウグ イ

メ ダカ*

エ ゾ ト ミヨ

ハ ナ カ ジカ

皿.陸 封 魚(7種)

イ トウ

オ シ ョ ロ コ マ

ニ ジ マ ス*

ア マ ゴ*

ベ ニ ザ ケ(ヒ メ マ ス)

ト ミ ヨ

イ バ ラ ト ミヨ

淡水域と海水域で生活

IV.回 遊 魚(27種)

① 潮河 回遊魚(14種)

カワヤ ツ メ

ミツノくヤ ツメ

ア メ マ ス(罷 イワナを)

サ ク ラマ ス

(ヤマメ・ヤマベを含む)

ギ ンザ ケ

マ ス ノ ス ケ

カ ラ フ トマ ス

シ ロ ザ ケ(サ ケ)

キ ュ ウ リ ウ オ

シ シ ャ モ

ワ カ サ ギ

ウ グ イ

マ ル タ

イ ト ヨ

V.海 水魚(19種)

モ汁

ゼ

シ

オ

ハ

カ

ト

ウ

リ

ダ

ノ

ゼ

芳

ラ

ヨ

ナ

マ

ハ

チ

カ

シ

サ

メ

シ

マ

②降河回遊魚(1種)
ウナギ

③ 両側 回遊 魚(12種)

ア ユ

チ チ ブ

ヨ シノボ リ

ア シシロハ ゼ

ウキ ゴ リ

ビ リ ンゴ

ジ ュズ カケハ ゼ'

シロウ オ

ミミズハ ゼ

カジ カ

エ ゾハ ナ カジ カ

カ ンキ ョウカ ジカ

ヘ ビハ ゼ

ヌ マ ガ レ イ

ニ シ ン

コ マ イ

ハ タハ タ

イ カ ナ ゴ

シチ ロウ ウ オ

ギ ス カジ カ

ガ ジ

ナ カガ ジ

ェ ゾ メバ ル

キツネメバ ル

・宮 地 ら(1976)、 前 川 ・後藤(1982)、 小 宮 山(未 発

表)よ り作 製 。
・*は 移 入 種 。
・小 宮 山(1981)は 、 ト ミヨ ・イバ ラ ト ミ ヨ をnに 、

シ ラ ウ オ をIV① に 区 分 した が、 こ こ で は 、 そ れ ぞ
れ 皿 とVに 区 分 し直 した 。

(道 内 河 川 中23番 目の 長 さ)、流

域 面 積565.6k㎡(20番 目の 大 き さ)

を有 す る道 内 で は 中 規 模 な大 き

さの 河 川 で'ある。

河 川 形 態 は 、 上 流 か ら下 流 へ 、

Aa型 ・Bb型 ・Bc型 へ と徐 々 に

移 行 して お り(図1、2;表2

の河 川 形 態 の 項 参 照)、 日本 の 典

型 的 な 自然 河 川 の様 相 を呈 して

い る。 た だ し、本 流 と各 支 流 の

上 流 域 以 外 の各 所 で 、 河 川 改 修

が 行 な わ れ て い る。 そ の た め 改

修 部 の 流 れ は 、緩 急 の あ る明 確

な渕 と瀬 を繰 り返 す こ との ない、

単 調 な浅 い急 流 に変 化 して い た

(St.H・J・L)。 ま た 、洗 堀 さ

れ た た め 、魚 類 の 上 流 へ の 移 動

の 妨 げ に な っ て い る落 差 工 が あ

っ た(St.1)。 調査 重 点 域 で あ る

St.Aで は、調 査 期 間 中 に築 港 工

事 が 行 な わ れ た。 その た め 、 水

深 が均 一 に浅 く、河 床 が 不 安 定
　

になった箇所が生 じ、魚類の採

集 に不適 な時期 があった。本流

中流部の大部分には、道東の西

別川同様、両岸に落差のある自

然堤防がある。この地形が幸い

してか、本流 における1可川改修

部は、少ないようであった。
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表2.斜 里川水系の淡水魚

河口付近 下 流域 中流 域 上流域
ステー ション

河 川 形 態

AB.C.HD.E.L.H.LJF.G

Bc型Bc型Bb型Aa型

1
純淡水魚

H
二 次 的
純淡水魚

皿
陸 封 魚

IV①

回遊魚 潮 河回遊 魚
、

V
海水魚

③
両 側
回遊魚

フ ク ドジ ョウNoemαcんe∫1ω56α γ6αZ初」π5f.εo蛎

スナヤツメ

エゾウグイ

イ ト ウ

オ シ ョロ コ マ

ニ ジ マ ス*

イバ ラ ト ミヨ

ト ミ ヨ

カワヤ ツメ

ア メマ ス

サ クラマ ス

ギ ンザ ケ

シロザ ケ

カラフ トマ ス

ワ カサ ギ

ウ グ イ

イ ト ヨ

エゾハナカジカ

ウキ ゴ リ

チ カ

ヌマ ガ レ イ

Lα 即eZγ α ゴαP翻cα んe∬1eγ ゴ

Le撹Cぎ5Cπ3e20e

Hπcんopeγ γツど

sα ん θ'ガηπ3mαz㎜ α

Sαz観09α どγ伽eγ 面 磁eπ5

Pπ η9∫Z如5P槻9痂 窃3

P.3∫ ηeη3ど5

Lα 即e置 γα ノαρ0航 α ノαPOη ∫Cα

Sα 加eZど η初51θ ωcomαeπ ∫5

0ηco吻 ηc勧5観 α50π

0.腕5刎cん

0.んeZα

0.goγ6π3cん α

1加 ・me3π5Zγ α脚 αdブぎCπ3f.脚P・ ηθ捌3

Lθ πC∫3Cπ5ん αん0ηeη5∫3

Gα5Zeγ03zθ 膨5αcω'eαzω5

C・ 伽8α 励1ツ5Z・ 卯5∫3

Cん αeη・go伽5α ηηω!副5

Hツpoη εe5ω5Pγeπ03ω3f. .ノαpoηゴcπ5

P1αZcんZん ッ83Ze〃 α伽

十

r

十

rl)

r

十

r

勿

十

C

C

r

C

C

C

C

C

十

C

十

C

r

r

r

r

r

r

r

十

十

十

十

r

十

十

r

r

C

r

十

r

C

C

総種数に対する記録魚種数の割合 95.2%57.1%23.8% 9.5%
*移 入 種:C:多 い 十:普 通

rま れ 一:未 記録

1)久 保(1967)が 記録 した降海 型1尾 。2)久 保(1971)よ り

当河 川 の 水 温 は 、 夏 期 に お い て も比 較 的 低 く、

冷 水 性 の サ ケ ・マ ス の 湖 上 に 適 し た 条 件 に あ る

(小林 ら、1977)。 ち なみ に 、1981年8月2日(晴

れ)12時 の 河 口付 近 の 水 温 は 、16.7℃ で あ っ た。

5.斜 里 川 水 系 の 淡 水 魚 相(表2)

今 回 採 集 お よ び観 察 で きた淡 水 魚 は 、 円 口 類 を

含 め20種 で あ る。 北 海 道 の河 川 で 、 ま れ に記 録 さ

れ る ギ ンザ ケ(久 保 、1971)を 加 え る と、 当 水 系

には 、9科21種(正 式 には9科18種3亜 種 と言 う)

の淡 水 魚 が生 息 して い る こ と に な る。 す で に、 小

林'ら(1977)は ギ ンザ ケ を除 く14種 を記 録 して い

るの で 、 今 回 は 、 さ らに6種 が追 加 で きた こ と に

な る。

青柳(1957)に 従 い、 当 水 系 の 在 来 種(ニ ジマ

ス を除 い た種)に つ い て 、 その 由 来 を調 べ る と、

すべて北方由来の魚種であった。ただ し、当水系

の東隣の奥蘂別川河口付近で、南方由来の両側回

遊魚アシシロハゼ1尾 を記録 している(小 宮山、

1981)の で、当水系でも南方由来の魚種 が採集で

きる可能性がある。

斜里川水系には、5つ に分けた各 グループの魚

種が一通 り生息 している。移入種 を含め、北海道

で記録 されている淡水魚(表1)と 今回の結果 を

比べた。当水系には、淡水域 と海水域の問を規則

的に移動する回遊魚のなかで、湖河回遊魚が多く、

14種中9種(64.3%)を 記録 し、さらに、それ由

来の陸封魚 が、7種 中5種(71.4%)と 多かった。

他のグループは少なく、約30%以 下 を記録 しただ

けである。

斜里川の調査 ステーションをその環境の様相 に

ょって4組 に分け、それぞれの記録魚種 およびそ
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表3.北 海道および本州の各水系の淡水魚種数

水 系
域

積

ー

流

面

ー 葉1輪 陸1魚回羅 麟 〕脅
総
種 備 考
数

北海道 道東 斜里川 5661 2 4 11(902)220

川別蘂奥

川ヤシル

川ツベ野ヅテ

川シウチソケオ

床
島

知
半

770

210

220

90

-
⊥

0

∩
)

0

7
4

『Q

4

9
自

1

7
」

ピ0

9
白

1 4)115小 宮 山(1981)

2)09〃 〃

1)06〃 〃

0)03〃 〃

伊 茶 仁川

別寒辺 牛 川

釘ll昆各111

533

8692

2,3583

9
自

3

4

り
0

00

9
自

12(903)121〃 〃

13(904)122石 城 ら(1975)

16(1105)227山 代(1977)

道南 辺切地川

流渓川

640

271

9
自

9
自

9
白

-
⊥

17(7010)526fi受 藤 ら(1978)

12(507)218〃 〃

本 州 東北 稽 大畑川 1717 2 2 15(717)935束 頁(1982)

北陸 信濃川

小矢部川

庄 川

12,05021

-16

7

9
自

9
盈

9
自

バ
寸

9
自

-
⊥

15(627)1153井 上 ら(1978)

7(214)027田 中 ら(1978)

5(104)116〃 〃

東海 大井川

瀬戸川

7
σ

8

り
乙

1
⊥

9
自

1
⊥

10(127)223河 端 ら(1978)

10(127)424〃 〃

近幾 淀 川 8,24039 4 1 10(226)1367乗 罫騰1

・移 入種 は除 いて示 した。 ・小 宮 山(1981)を 一 部 改 変 。

の 数 を比 べ た 。 全 魚 種 に対 す る記録 魚 数 の数 は 、

下 流 域 が最 も 多 く、特 に河 口付 近 で95.2%(1種

の み未 記 録)を 記 録 した 。 反 対 に上 流 域 は 少 な く、

9.5%(2種)を 記 録 した に す ぎ な い。 淡 水 魚 の 個

体 数 の 多 さ につ い て お お ま か に見 る と、河 口付 近

お よ び 、 上 流 域 で 多 く、 中流 域 で 少 な か っ た。 中

流 域 で の 淡 水 魚 の個 体 数 の 少 な さの原 因 の1つ は

河 川 改修 に よ る、淡 水 魚 の適 切 な生 息環 境 の減 少

に あ る と考 え られ た 。 こ の件 につ い て は 、 今後 詳

細 に調査 す る必要 が あ ろ う。

な お、 当水 系 で 個 体 数 が 多 く記 録 で きた 魚 種 は、

サ ケ科 魚 類(オ シ ョロ コ マ ・サ ク ラマ ス ・シ ロザ

ケ ・カ ラフ トマ ス)、ウ キ ゴ リお よ び、 ヌマ ガ レ イ

で あ っ た 。特 に、 サ ク ラマ ス は 、 周 年 、ほ ぼ 河 川

全域 で記 録 で きた。

6.他 河川の淡水魚種数の比較

表3に 、すでに淡水魚相が報告 されている北海

道および本州の各水系における淡水魚の種数 を5

つのグループ毎に示 し、斜里川水系のそれと比較

した。

(a)北 海道と本州の水系 との比較(表3)

各水系の大 きさおよび河川環境(例 えば河川形

態の組合せ)が それぞれ異 なっているので、単純

に比較はできないが、後藤 ら(1978)、 小宮山(19

81)、前川 ・後藤(1982)が すでに述べているよう

に、北海道の各水系の純淡水魚数は、本州のそれ

に比べ、極めて少ないことがわかる(表3の1)。 ま

た総種数に対する回遊魚数(特 に湖河回遊魚)の

割合 を見 ると、北海道の水系は、本州に比べて高

いことがわかる。 さらに、これら回遊魚の内訳 を

見ると、道南および青森付近で湖河回遊魚 と両側

回遊魚の数が共 に多いこと。そして、その地域 を

境にして、湖河回遊魚と両側回遊魚の回遊魚中に

占める多さの割合が逆転 している。北海道の方が

湖河回遊魚が多い。このことは、 日本 に生息する

潮河回遊魚 にサケ科 を軸 とする北方由来の魚種が

多く、両側回遊魚に南方由来の魚種が多いことと

関連 していると思われる。

(b).道 内の水系間での比較(表3)
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まず、Bc型 の河川形態 をもたない知床半島の水

系を除いて、道東と道南の水系間で比較 した。前

述 した湖河回遊魚と両側回遊魚の割合が逆転 して

いる。淡水域のみで生活する純淡水魚 ・二次的純

淡水魚 ・陸封魚 に区分 された魚種が道南の水系で

少ない傾向があった。 しかし、それ以外に目立 っ

た差は見 られなかった。

また、道東の水系間の比較では、斜里川水系に

純淡水魚が、より少ない以外は、目立った差は見

い出せなか つた。以上のことから、斜里川水系は、

道内の、Bc型 という河川形態 をもつ水系の一つの

典型的な淡水魚相 をもっていると考えられた。

(c叉知床半島の水系との比較(表3・4)

知床半島の河川は、急な勾配 をもつAa型 の河川

形態のまま海に注 ぐ河川が多い(小 宮山、1981)。

表3・4に 示 した知床の一部河川の河川形態の推

移を斜里川のそれに比較 して述べ ると次のように

なる。オケッチウシ川は、斜里川の上流域の河川

形態Aa型(写 真1の1)の まま海に注 いでいる。ル

シャ、テッパ ンベツ川両河川は、Aa-Bb移 行型

で(斜 里川の上流域 と中流域の中間で)、奥蘂別川

は、Bb型 で一ごく短いBc型 を伴って一(斜 里川の

中流域 で;写 真1の2)、 それぞれ海 に注 いでいる。

言い換えるなら、 これら知床の河川は、斜里川か

ら、中 ・下流域 を、または下流域 を取 りはずした

環境 しか持 っていないということになる。 この様

表4.斜 里川水系 とその近隣河川の淡水魚相の比較

グ ル ー プ
魚種

水系
斜 里 川 奥蘂別川

チ

川
ツケ

シ

オ

ウ

ン

月ザテ

ベ
1ーヤシル

1
純淡水魚

H
二 次 的
純淡水魚

㎜
陸 封 魚

IV湖 河
回 遊 魚 回遊魚

V
海 水 魚

両 側
回遊魚

フ ク ドジ ョウ

ス ナ ヤ ツ メ

ェ ゾ ウ グ イ

イ ト ウ

オ シ ョ ロ コ マ

ニ ジ マ ス*

イ バ ラ ト ミ ヨ

ト ミ ヨ

カ ワヤ ツ メ

ア メ マ ス

サ ク ラ マ ス

ギ ン ザ ケ

シ ロ ザ ケ

カ ラ フ トマ ス

ワ カ サ ギ

ウ グ イ

イ ト ヨ

ウ キ ゴ リ

エ ゾハ ナ カ ジ カ

カ ンキ ョウ カ ジ カ

ア シ シ ロハ ゼ

チ カ

ヌ マ ガ レ イ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

〇

一
〇

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○採集または観察で きた魚種,△ 聞 き込みによる魚種,一 未記録;*移 入種
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な河川環境 を念頭に入れて、各河川の淡水魚相 を

ながめると、その種数の多 さ、少なさと各河川環

境 に生息する魚種数 とに相関が見られる(表2・

4を 対比)。すなわち、斜里川の各域の淡水魚相 に

一部の回遊魚 を加 えたものが、知床の各河川の淡

水魚相 に対応が見られたことになる。

なお、これらの河川(表4)に 共通 した魚種は、

シロザケ、カラフ トマス、オショロコマの3種 で、

いずれもサケ科に属する潮河回遊魚 と陸封魚であ

った。

以上 をまとめると、斜里川水系は、湖河回遊魚、

特にサケ科魚類 を軸 とした北方系の魚種 を多数収

容できる環境 を備 えた河川 と言えよう。

7.お わ り に

本報告では、1981年 に行なった調査 に基づき斜

里川水系の淡水魚相 を記録 した。さらに他水系の

それと比較 を行ない当水系の特性の概観 を試みた。

当水系の淡水魚は北方由来の種のみにて構成さ

れていた。 しかし、多様 な生活様式 をもつ種が一

通 り生息 していて、当水系の河川環境 および淡水

魚相は、道内の一つの典型 と考 えられた。当水系

の特徴は、回遊魚特にサケ科魚類の種類および生

息数が多いことで、これらの魚種が生活する上で、

好適 な環境が備 わった河川と考えられた。

しかしながら、現在斜里川で行なわれている河

川改修法は、当水系の淡水魚 にとって、少なくと

も適切 とは言 えない。河川に生息 している魚種は

それぞれ独自の好適 な生息環境 を選択 して生活 し

ている。これらの淡水魚 を保護 ・育成するために、

河川改修等の人為的 な河川の環境改変 について、

今後、充分考慮 されることが望 まれる。

最後 に、本研究の発表の機会をくださった知床

博物館の佐藤秀雄館長、中川元学芸員をはじめとする

職員の方々。に厚 くお礼申 し上げます。 また、本調

査 を行なうにあたりご協 力下 さった斜里町役場水

産課、斜里町教育委員会、斜里第1漁 業協同組合 、

宇登呂漁業協同組合、斜里営林署、北海道 さけ ・

ますふ化場、道立水産卵孚化場、さけ ・ます増殖協

会の方 々、および採集 に同行 して下 さった浜田康、

高橋剛一郎、堀本宏、山中正実、古藤文彦の各氏

に深 く感謝 いた します。
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